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エネルギー消 費 と CO2 排 出 を 6 割 以 上 削 減 できる ECM セメントを開 発  
－コンクリート構 造 物 のエネルギー原 単 位 を約 30～60％削 減 － 

 

NEDOプロジェクト※ 1において、（株 ）竹 中 工 務 店 、鹿 島 建 設 （株 ）、（株 ）デイ・シイ、

日 鉄 住 金 高 炉 セメント（株 ）などのグループは、セメント生 産 におけるエネルギー消 費

量 と二 酸 化 炭 素 （CO2 ）排 出 量 を従 来 のセメントよりも6割 以 上 削 減 するエネルギー・

CO2・ミニマム（ECM）セメント※ 2を開 発 しました。 

鉄 鋼 の製 造 工 程 において副 産 物 として発 生 する高 炉 スラグを多 量 に含 有 したセメ

ントは、施 工 と品 質 上 の課 題 がありましたが、成 分 構 成 と粒 度 構 成 の研 究 によるセメ

ント技 術 、建 設 技 術 の融 合 により、これらの課 題 を克 服 するECMセメントを開 発 。この

ECMセメントを用 いたコンクリート構 造 物 は、エネルギー・CO2 原 単 位 を30～60％削 減

できることも確 認 しました。 

今 後 、ECMセメントの長 所 となる物 性 を活 かし、基 礎 構 造 物 （地 盤 改 良 、杭 ）や躯

体 構 造 物 （建 築 地 下 構 造 物 、土 木 構 造 物 ）を中 心 に、実 物 件 への早 期 適 用 を目 指

します。 

 

※１ NEDOプロジェクト：省 エネルギー革 新 技 術 開 発 事 業 ／実 用 化 研 究 ／エネルギー・CO2 ミニマム

（ECM）セメント・コンクリート システムの研 究 開 発 （平 成 23年 度 ～平 成 25年 度 ） 

※２ ECM（Energy・CO 2・M in imum）セメント：鉄 鋼 副 産 物 である高 炉 スラグを主 体 とするセメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回開発した ECM セメント  ECM セメントを用いた構造体  
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3．今 後 の予 定  

 今 後 、開 発 したECMセメントの更 なる性 能 改 善 を進 めるとともに、実 際 の建 設 物 に適 用 を

進 めていきます。基 礎 構 造 物 （地 盤 改 良 体 ，杭 ）、躯 体 構 造 物 （建 築 地 下 躯 体 ，土 木 構 造

物 ）を対 象 に導 入 と普 及 を目 指 します。 

 

4 .  実 施 者  

 株 式 会 社 竹 中 工 務 店  

 鹿 島 建 設 株 式 会 社  

 株 式 会 社 デイ・シイ 

 日 鉄 住 金 高 炉 セメント株 式 会 社  

 国 立 大 学 法 人 東 京 工 業 大 学 （共 同 研 究 先 ） 

 太 平 洋 セメント株 式 会 社 （共 同 研 究 先 ） 

 日 鉄 住 金 セメント株 式 会 社 （共 同 研 究 先 ） 

 竹 本 油 脂 株 式 会 社 （共 同 研 究 先 ） 

 

5．問 い合 わせ先  

 日 鉄 住 金 高 炉 セメント(株 )  技 術 開 発 センター 担 当 ：植 木 、大 塚  TEL  093-563-5103  

 

【用 語 解 説 】 

※3 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト：高 温 で 焼 成 し た カ ル シ ウ ム シ リ ケ ー ト を 主 成 分 と す る ク リ ン カ

ー に 適 量 の セ ッ コ ウ を 加 え ， 微 粉 砕 し て 製 造 さ れ 、 一 般 の 用 途 に 用 い る 汎 用 性 の あ る セ メ

ン ト 。 販 売 さ れ て い る セ メ ン ト の 約 70%を 占 め る 。  

※4 従 来 の高 炉 セメント： 一 般 に流 通 している高 炉 セメントB種 。高 炉 スラグ混 合 量 40～45%のセメント。 

※ 5  場 所 打 ち RC 杭 ：  建 設 ・ 工 事 現 場 に お い て 、 所 定 の 場 所 を 堀 削 し て 、 そ の 中 に コ ン ク リ ー ト を 打 ち 込 む

RC（Re i n f o r ced  Conc re t e：鉄 筋 コンクリート）造 の杭  

※6 CFT構 造 ： CFT（Conc re t e  F i l l e d  S tee l  Tube：コンクリート充 填 鋼 管 ）構 造 。鋼 管 の内 部 にコンクリート

を充 填 した構 造 で、主 に柱 として使 用 される。 

 

 


